


















 Shinobue Learning in the Elementary School Music Class(Part5)：The Creation and Use of 




平成 29 年度 3月告示の新中学校学習指導要領には「指導計画の作成と内容の取り扱い」の「A表現」
























3 回目でふしを覚えるための口唱歌を考える作業が一番難しいと感じられた。薦田 (2018: 2) は、唱歌は、
「音色や旋律、リズム ( 拍、間など )、奏法など、和楽器の音楽に関わる全ての要素が含まれており、そ
れらを丸ごと捉えることが可能」なものであるとし、金井（2018 : 184-190) は、実践の中で、特にオノ
マトペ（これより擬音語という語で総称）を用いた児童の口唱歌が、音高とフォルマントとの関連が深




















意欲・態度）、観点 2（音楽表現の創意工夫）、観点 3( 表現の技能 ) の 3 評価の授業が主流である。また、
中学 1年生から 3年間の実践を経ても、生徒が理想とする音色までたどり着くのはなかなか困難である
という。
表 1　横浜市K中学校 ( 卒業生 ) による篠笛授業の略案
授業テーマ 「我が国や諸外国の音楽の特徴を感じ取りあじわおう」



































以下に、2018 年度の授業内容について記す。（薄網掛けは今回の改善点）( 濃網掛けは主要研究 )
表 2　2018 年度の授業内容と改善
授業テーマ 「皆で楽しもう～オリジナルのお菓子づくり！」












5）《なべなべそこぬけ》の練習（10 分） 4）まとめと次回の予告 　　「地域の祭りへ繋げよう」（2分）
6） まとめと次回の予告 　　8拍のオリジナルふしづくり/口唱歌・ふしを覚え吹く 8）アンケート記入 /篠笛の後片付け（10 分）
　　篠笛の音色の特徴と出し方/ふしづくり（2分） 　　「オリジナルお囃子をつくろう」（2分）

























前号では音高とフォルマントの関係性が高い方から i → e → a → u → o の結果を得た。それを元に、
五線譜による雅楽の唱歌と比較分析すると、高い確率で音高と母音の関係があてはまっていることが明
白である。つまり、表 3の網掛け部分において、篳篥 1段目 3,4 拍目の唱歌ラの a母音から 5,6 拍目の
唱歌ロヲの o母音への移行は音高が e音から h音に下行している。また、2段目 1,2,3 拍目の唱歌ラア


































































































































































特のこだわりを感じることができた。例えば、学生は 2回の㊅㊅ ( 厳密には音価が 1回目より 2回目が
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